
第２７４号 令和２年１１月３０日 

長崎   南高だより    発行責任者 後藤 慶太  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「希望の創造」 

 

楽しみにしていた２０２０年 

６年前、東京での２回目のオリンピック開催が決まった時から、私達にとって特別な意味を持っ

た「２０２０年」。皆さんはまだ小学生でしたね。明るい未来が待っているような、期待に満ちた

思いしかなかったこの年が、まさかこのような年になるとは。多くの人がつゆとも想像していなか

ったことと思います。今年２月中旬辺りから身の回りの空気が徐々に重く変容していき、２月末の

緊急事態宣言を皮切りに、私達は、これまでに経験したことのない現実を課されることとなりまし

た。先が見えず、その時々の状況をどう判断していいか分からず、ひっそりと様子を伺いながら、

息を潜めるように過ごしてきました。 

人間は試練があるとひらめく 

どの時代でも困難はあったはずで、歴史や先人達の言葉に、学び、気づかされることは多くある

と信じて、本を読み、人の話に耳を傾けています。今の状況をどう受け止めて、今の自分に何がで

きるかを考えたいと思っています。 

本校２３回生の修学旅行の話 

来年度、創立６０周年を迎える南高の歴史の中で、修学旅行（研修旅行）が実施されなかった年

がありました。どの学校にもある話かもしれませんが、今年１月に聞いた２３回生の話には、驚き

ました！ ２３回生は当時修学旅行に行っていません。卒業してから行われている同窓会で毎回こ

のことが話題になり続けたそうです。そこで、なんと、３５年の時を経て、今年６月に自分達で企

画して修学旅行に行こうということになったそうです。子育てや仕事が一段落した今、行けなかっ

た修学旅行に行こうと。実行委員会を立ち上げて、全国に散らばった同級生およそ４５０人にでき

る限りの案内をし、当時流行っていた京都奈良方面への旅行を計画されていました。残念ながら、

コロナの影響で延期になったとのことですが、何だか心から感動しました。ワクワクしました。 

高総体・全国大会の中止 

今年３年生の最後の大会の多くが中止となりました。私も放送部の顧問として部員の思いを想像

すると本当に辛くてたまりませんでした。命に関わることなので、どうしようもないのですが、 

３年生のみならず、どうしようもない悔しさに襲われ、辛かったことと思います。 

想像力と創造力で 

そこで思うのです。２３回生のように、３５年後、皆さんの高総体を開いてはどうでしょう。 

５０歳を越えた皆さんが集まって、大声で笑って、触れ合って、青春の一こまを創るのです。皆さ

んの保護者の方々は何歳になっていらっしゃるでしょうか。観客無制限です。想像するだけでワク

ワクします。 

試練を味わっている今だからこそ、根を下に張り、知恵を出し合って、希望の未来を描きたいと

思います。 

２学年主任 中島数美（国語科）   



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

SSH（スーパー・サイエンス・ハイスクール） 
 

～課題研究中間発表会～ 

１０月２７日(火)、２年生による課題研究の中間発表会を実施しました。６８班に分か

れて取り組んできた課題研究について、仮説とその検証方法、および現在得られているデ

ータなどを含む進捗状況をまとめたポスターを会場に設置し、プレゼンテーションを行い

ました。発表する側とそれを聴く側とに、奇数班と偶数班で分かれ、それぞれ説明３分、

質疑応答２分の発表を繰り返しました。コロナ感染症対策のため、大学など外部の研究者

による評価やアドバイスを受けることが、今回はできませんでした。しかし、生徒どうし

による質疑応答やコメントカード記入を通じて、研究不足な部分の指摘や今後の研究の具

体的なアイデアの提示などが行われました。２月の課題研究発表会までに、これから研究

が深まることを期待しています。 

～未来デザインスクール オンライン～ 

 １０月３０日（金）、１･２年生はＳＳＨの事業として「未来デザインスクール」を行い

ました。今年度は感染症対策として、オンラインによるリモートで選択して、３つの講義

を受けました。２年前から実施しているこの企画は、先駆的な取り組みをされている産学

官の研究者３３名を講師として、大学と研究の魅力を発信してもらい課題研究のアドバイ

スをいただくものです。この取り組みを通して未来を構築するクリエーター・グローカル

リーダーを育成することを目標としています。また今回は、オンラインの特性を活かし、

離島の上五島高校の生徒も同時に聴講しました。 

 生徒は各分野の研究・内容を学び、科学の社会貢献を知ることができました。また社会

問題解決への取り組みを知り、課題研究に向けてヒントを得る事ができました。 

 希望した講義を聴き、進路相談や課題研究の情報収集することで、今後の課題研究や自

分の未来をデザインする第一歩になりました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

南 高 宣 言 
 １１月１１日（水）、南高宣言を行いました。わたしたちは生まれながらに一人ひとりが、大切

な生きる権利を持っています。しかし、わたしたちが他者の存在を忘れ、自己中心的な考えを持っ

た時、この大切な権利は奪われてしまいます。わたしたちは人間として、そして南高生として、こ

の権利を守るために次のことを宣言します。 

平成９年の先輩たちが制定したものです。しっかり受け継いでいきましょう。 

一、わたしたちは自分の言動に責任と誇りを持ち、正しい善悪の判断をします。 

一、わたしたちは人とのふれあいの中で、その人の長所を大切にします。 

一、わたしたちはお互いの意見を尊重し合います。 

一、わたしたちはだれもが気持ちよくバスに乗れるよう、譲り合いの心を持ちます。 

一、わたしたちは手を取り合い、友情の輪を広げます。 

強 歩 行 大 会 
 

11 月 18 日(水)、学校を出発し、唐八景、市民の森を抜け、悪所岳を折り返す全長 18.8km のコース

で、強歩行大会を実施しました。１・２年生が、クラスごとに、男女別の４～７名のグループに分かれ、

スタートからゴールまでの所要時間を競い合いました。 

 班別の男子優勝は、1時間 54 分でゴールした 2年 1 組 2班、女子優勝は、2 時間 28 分でゴールした

2 年 6組 3班でした。また、クラスの平均タイムでは、1年男子は 2時間 28 分で 1年 6組、1年女子も

3 時間 19分で 1年 6組、2年男子は 2時間 23分で 2年 1組、2年女子も 2時間 55 分で 2年 1組が優勝

しました。 

1 年生は初めての強歩行大会で、アップダウンが非常に激しいコースに苦しんだ生徒が多く見られま

したが、各グループで励まし合い、助け合いながら、全員でゴールを目指し、無事に完走することがで

きました。2 年生も昨年の記録を超えようと、グループで協力し合い、最後の強歩行大会を完走するこ

とができました。 

今年度は、感染症の影響で、PTA の方々が作ってくださる温かいうどんを食べることができず、生徒

は残念そうでした。しかし、代わりにウィダーインゼリーが配られました。来年度は、また PTA のみな

さんが作るうどんが食べられると信じたいと思います。 



長崎県立長崎南高等学校 

～気魄と情熱～ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 駐日オランダ王国大使であるペーター・ファン・デル・フリート氏

を講師として、１１月９日に講演会を実施しました。これは欧州連合

（ＥＵ）とその加盟国の大使館員から直接話を聞くことで、日本の高

校生にＥＵや日本とＥＵの関係をより身近に知ってもらうことを目的

としています。講演ではＥＵに関することはもとより、日本とオラン

ダの交流についてもわかりやすく説明していただきました。今回は感

染症対策のために、全校生徒が直接お話を聞くことができず、２年生

が情熱館、１・３年生は教室でのリモート視聴となりました。講演後

に、多くの生徒が質問をし、大使から「非常に楽しい時間を過ごすこ

とができた」との感想をいただきました。 

Ｅ Ｕ があなたの学校にやってくる 
 

 部 活 動 結 果 
 射撃部 

剣道部 

長崎県高等学校新人体育大会剣道競技 

女子個人        ベスト８ 白石 一花 

               （九州大会出場） 

長崎県新人体育大会ライフル射撃競技 

女子団体         総合優勝 

女子団体ビームライフル  優勝 

             （大宅・大庭・江崎） 

女子個人ビームライフル  第１位 江崎 彩乃 

             第２位 久保 七星 

             第３位 永田 愛莉 

             第４位 大宅 純礼 

男子個人ビームライフル  第２位 平  和寿 

女子個人ビームピストル  第２位 荒井 涼花 

放送部 

第４２回九州高校放送コンテスト長崎県大会 

アナウンス部門   優良賞 大久保 愛美 

朗読部門      優秀賞 濵田 楓菜 

        （九州大会・全国高総文祭出場） 

ラジオ番組部門   優秀賞 「無知の知」 

               （九州大会出場） 

テレビ番組部門   優秀賞 「二重らせん」 

               （九州大会出場） 

美術部 

長崎県高等学校美術展  

優良賞 丸山 彰護 

作品名 「we live matter」 

〒850-0834 長崎市上小島 4 丁目 13－1 
TEL 095-824-3135  FAX 095-824-3138 
http://www.nagasaki-minami-h.jp/ 

１日(火) 

 

５日(土) 

６日(日) 

７日～１１日 

 

１２日･１３日 

１８日(金) 

 

１９日･２０日 

１９日(土) 

２０日(日) 

２１日～２３日 

 

２４日(木) 

 

２５日(金) 

 

２６日(土) 

２７日(日) 

２８日(月) 

２９日～３１日 

２９日･３０日 

３１日(木) 

第４回考査(１年生) 容儀検査(１年生) 

ふたば未来学園高校との交流会(２年生) 

土曜セミナー(３年生) 

開放自学(３年生) 

三者面談(３年生) 

〔午前：授業 午後：一斉自学〕 

対外模試(３年生) 

三者面談(１･２年生) 

〔午前：授業 午後：一斉自学〕 

対外模試(３年生) 

県一斉模試(１･２年生) 

家庭の日 

三者面談(１･２年生) 

〔午前：授業 午後：一斉自学〕 

４時間授業(午前) 終業式 

大掃除 定時退校日 

補習 小論文学習(１年生) 

午後：三者面談(１･２年生) 

補習 小論文学習(１年生) 

開放自学(３年生) 

補習 小論文学習(１年生) 

年末休暇 

対外模試(３年生) 

開放自学(３年生) 


